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◆富士市子どもの権利条例策定に関する意見シート◆ 
（第３回会議分） 

 

○ 「子どもの権利の保障」について、第３回懇話会で伝えられなかったこと、伝えた

いことがありましたら、意見を記入してください。 
○ 第３回懇話会資料４について、また、条例の前文に盛り込みたい内容やキーワードに

ついて意見を記入してください。 
※ 箇条書きで結構です。  

Ａ委員 
・話し合いで方向付けされた通り、前文を入れることに異論はありません。 

・子どもの権利の規定については、まず４原則を掲げる方がよいと考えます。もちろん、子

どもには多くの保障されるべきものや権利があるので、具体的な事項については川崎市

のように記載する方がよいと考えています。 

・規定せず前文に原則を盛り込んだ西東京市の方が後に制定・施行しています。川崎市の条

例は参考にしている（はず）と考えると、明記しない選択をしたのはなぜなのだろうと思

います。懇話会で説明があったように、あまり細かい権利を規定するとそれに固定された

り、それ以外は漏れてしまったりと、偏ったものになることが懸念されます。子どもの権

利を等しく保障する条例として整備することが望ましいと思います。  
Ｂ委員 
こどもの権利について。 

休む権利、意見を述べられる権利、広く学ぶ権利、多様性を認められる権利、自己決定の

権利。 

このようなことが、こどもの権利として保障されたら良いなと思います。 

 

Ｃ委員 
○第３回懇話会で伝えられなかったこと、伝えたいこと等 

1 「キャンペーン」の取組③④⑤の募集について 

 取り組みそのものは面白い企画であり、子どもの権利条例策定への啓発になると思う。 

しかし、懸念されることもある。以下のことに配慮し募集していただきたい。 

 ・募集に対してどれだけの応募があるか。応募してみようという気持ちになるか。 

募集方法に工夫 応募意欲の喚起  適切な募集期間 

・応募者が「子どもの権利」の趣旨をどれだけ理解して応募してくるのか。前提となる「子

どもの権利」への知識や理解がなくて応募できるのか。どんなテーマで作ったらいいのか、
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どんなメッセージを込めたらいいのか。 

 

2 子どもからの意見聴取について 

 ・野村座長から前回も声掛けがありましたが、委員としてできる範囲で意見聴取に協力す

ることもやぶさかではない。（個人としての意見） 

 ・これらの意見をどうまとめるか。また、条例にどう反映するのか。 

 

3 「子どもの権利保障」について 

  「子どもの権利」について、制定した他市町村の条例を見ると、それぞれの自治体の思

いやねらいがあり様々である。「子どもの権利」を分けて具体的に規定する方向で次回検

討することになったが、条約に基づいて条例を制定しているところも結構多い。また、分

類の表現も様々である。 

事務局でどのように分けるかの原案を提示してほしい。 

 

○条例の前文に盛り込みたい内容やキーワード 

子ども観（子ども理解）に関する表現 

・子どもは、生まれながらにして未来への可能性を秘めたかけがえのない存在 

・子どもは、発達段階に応じて「感じる力」「認識する力」「学ぶ力」「決める力」「表現する

力」等をもち、一人の人間として尊重されなければならない。 

・子どもは、心も体も未熟だからこそ保護され、守られるべき存在 

・子どもは、成功体験や失敗体験の繰り返しにより成長していく。 

・子どもは、自分の権利が尊重されると同じように、他者の権利も尊重されなければならな

い。 

そのために大人は 

・大人は、子どもの言葉や表情、しぐさで子どもの気持ちや思いを受け止める 

・子どもの見本になる。子どもから信頼される存在になる 

・子どもにとって安心して生活できる環境づくりに努める。 

 

○その他 

啓発資料、研修資料について 

・骨子案（4）「子どもとその他の市民が、子どもの権利について学び、理解することができ

るよう支援し、普及に努める（子どもの権利の普及及び啓発）（学習支援）」 

条例の制定を待たず啓発資料や研修資料等のパンフレットや学習資料の作成準備にかか

ってほしい。 

・育ち学ぶ施設、及び各種団体の指導者への研修機会も計画的に進めてほしい。 
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Ｄ委員 
〇キャンペーンについて 

・マンカラ選手権とありましたが、ボードゲームの大会という認識でよいですか。 

・動画投稿のイベントがありますが、割と今の学生や生徒さんは動画をオープンにすること

が不安などないのかな。（保護者と子どもがお互いにエチケットを理解しあえていたらいい

と思います。）私は SNSなどは少し不安です。 

・未就学児の親として、参加できるものが少なかったので、市民から子どもの写真を募集し

て大きなフォトモザイクアートを作って展示したり、いろいろな年代の子どもの手形を集

めて、1つの作品など作れたら良いなと思いました。 

 

〇前文に盛り込みたいキーワード 

・「子どもが愛し愛されるまち」(引用：東員町) 

・自由に学び、情報が得られ、支援が受けられ、自分の考えや意見を表現でき、尊重される。 

どの子もいろいろなことに挑戦し、たとえ失敗しても再挑戦できるまち。(引用：松本市) 

・夢に向かって挑戦する。 

・子どもは大人とともにまちをつくる大切なパートナー(引用：幸田町) 

・子ども一人一人が“権利の主体であり、大人の都合やその場の感情などでその権利が侵害

されてはいけない－中略－自分は権利があると同様に権利がある。（引用:岐阜市） 

 

Ｅ委員 
富士市の子どもの権利条例の形式について 

全体 「です。ます。」の文体にし、内容・意味も小学生高学年からでも理解できるような

表現にするとよいのでは。 

前文について  

子どもの権利条約は地球の子どもたちの権利の尊重を謳っているものであり、条約の一つ

一つの実現を目指していくことは平和な未来を保証するためにも欠かすことができないこ

とである。その条約の理念に基づき富士市でも条例を策定することは子どもたちの思いを

受け止め様々な課題の解決、整備していくことにつながることを再確認できることと、富士

市全体でこの条例を生かし、富士市のまちづくりの礎になるような価値観に発展を願うこ

とを示唆できるような全文になったら素晴らしいと思う。 

各章について 

第 1章 総則 目的 

       定義／言葉の意味 

       責務／務め  基本理念／基本的な考え方 

       定義、責務はなじまないので平易な表現にした方が良い 

 

 



4 

 

第 2章 子どもの権利 

子どもたちにとって一番大切な部分なので子どもの声が反映されることと、子どもの

権利は子どもが権利の主体であるということを大人も確認できるように具体的かつ平易

な表現にすると良いのでは。 

 

生きる権利、育つ権利、守られる権利、参加する権利、愛される権利、休む権利・・・

などなど。それぞれの権利を具体的に説明し権利を守る内容なども盛り沢山にした方が

分かりやすいと思います。 

 

第 3章以下の章において第 2章に記載の子どもの権利を保障、推進していくための各施策、

制度等をそれぞれにまとめ、この条例が子ども施策の基本姿勢を示す法規範として機能し

具現化していくことを期待します。 

 

付記 子どもｵﾝﾌﾞｽﾞﾊﾟｰｿﾝ制度、居場所、評価・検証、連携（行政、学校、地域 

市民、家庭等）体制、広報・学習、  
Ｆ委員 
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